
 

 

 

日時：令和６年 10 月 16 日（水） 
  

会場：千葉県庁 中庁舎 10 階大会議室 
  

主催：千葉県、関東地域飼料増産行動会議、 

一般社団法人日本草地畜産種子協会 

令和６年度関東地域飼料増産行動会議現地研修会 

～耕種経営とともに高品質な飼料の生産を目指して～ 
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令和 6 年度関東地域飼料増産行動会議現地研修会開催要領 
～耕種経営とともに高品質な飼料の生産を目指して～ 

 
１．目的 
（１）畜産経営の家畜飼養管理等にかかる時間が増加する一方、飼料作物生産に係る作業

時間の確保が困難な状況です。 
（２）また、飼料作物生産に適した農地を、地域との調整を行いながら畜産経営が新規で確

保していくことも困難な状況です。 
（３）これを受け、国内の飼料生産基盤を維持・拡大し、飼料の国産化を進めていくためには

畜産農家が飼料を生産するのみではなく、耕種農家にも飼料生産の関心をもってもらい、
飼料作農家として活躍できる仕組みづくりが重要です。 

（４）これらを踏まえ、関東地域飼料増産行動会議現地研修会を開催し、耕種経営等関係
者に向けて関東地域における国産飼料の生産・利用拡大に向けた生産技術向上、優良
事例の共有を進めます。 

 
 
2. 日時及び開催場所 

令和 6 年 10 月 16 日（水）13:00～16:25 対面方式 
千葉県千葉市中央区市場町 1-1  
千葉県庁中庁舎 10 階 大会議室 

 
 
3. 内容 
① 基調講演 

「耕種農家のための初めての飼料生産」   
講 師：千葉県畜産総合研究センター 

企画環境研究室  
研究員  岡庭 就祐 氏 

 
 

② 取組紹介 
      「耕種・畜産農家組織による飼料生産について」 
                           講 師：南房総市 三芳飼料生産組合  

副組合長  岡本 秀和 氏 
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③ 取組紹介 
「多古町における耕畜連携の取組について」 

                          講 師：千葉県香取農業事務所改良普及課 
                           上席普及指導員 綿貫 俊貴 氏 

 
④ 取組紹介   

「露地野菜経営との連携による飼料生産の取組事例について」 
講 師：千葉県君津農業事務所改良普及課 

            普及技術員    櫻沢 実奈 氏 
 

⑤ 取組紹介 
「耕種農家が取組む青刈りとうもろこしの大規模生産」 
                        講 師：八街市 菅原農園 

代  表      菅原 啓介 氏 
 

⑥ 情報提供  
「協会の飼料増産に係る取組み」 

発表者：一般社団法人日本草地畜産種子協会  
                             種子部主幹    伊澤  健  氏  

 
⑦ 意見交換 

    題目 ：「これからの耕畜連携のあり方、県産飼料の生産利用拡大に向けて」  
     コーディネーター：千葉県農林水産部畜産課    副課長     菊地 里佳 氏 

パ ネ リ ス ト：千葉県コントラクター等経営高度化推進協議会  
会長      長嶋  透  氏 

南房総市 三芳飼料生産組合  
副組合長   岡本 秀和 氏 

八街市   菅原農園 
代表      菅原 啓介 氏 

千葉県畜産総合研究センター企画環境研究室 
研究員   岡庭 就祐 氏 

千葉県香取農業事務所改良普及課 
上席普及指導員   綿貫 俊貴 氏 

千葉県君津農業事務所改良普及課 
普及技術員   櫻沢 実奈 氏 
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４．参集範囲 

   関東地域飼料増産行動会議構成員、市町村、関係団体、集落営農組織、 
耕種経営、畜産経営 等 

 
 
５．主催 

   千葉県、関東地域飼料増産行動会議、一般社団法人日本草地畜産種子協会 
 
 
  ※講演に係る内容については、変更となる場合があります。 
  ※問い合わせ先：関東農政局 生産部 畜産課 草地飼料担当   
             〒330-9722 埼玉県さいたま市中央区新都心 2－1 
             TEL 048-740-0412 
 
 

車でお越しの方は、千葉県庁の駐車場をご利用ください。 
 
 
 
 
 

 
・JR 外房線・内房線「本千葉駅」から 
徒歩 8 分 

・京成電鉄「千葉中央駅」から     
徒歩 10 分 
・千葉モノレール「県庁前駅」から    
徒歩 3 分 

 

会場 

駐車場ここです。入庫時、用務先を問われますので、 
「畜産課」 とお答えください。 
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◎令和６年度関東地域飼料増産行動会議現地研修会取組紹介事例

南房総市 三芳飼料生産組合
「耕種・畜産農家粗祖域による飼料生産について」

多古町
「多古町における耕畜連携の取組について」

袖ケ浦市
「露地野菜経営との連係による飼料生産の取り組み事例について」

八街市
「耕種農家が取り組む

青刈りとうもろこしの大規模生産」
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令和 6 年度関東地域飼料増産行動会議現地研修会開催要領 
～耕種経営とともに高品質な飼料の生産を目指して～ 

 
議 事 次 第 

 
令和６年 10 月 16 日（水） 
於：千葉県千葉市 対面方式 

 
１．開会（13：00） 
 
 
２．あいさつ 
 
 
３．議事 
（１）基調講演(13:15～13:50) 

「耕種農家のための初めての飼料生産」   
講 師：千葉県畜産総合研究センター 

企画環境研究室  
研究員  岡庭 就祐 氏 

 
（２）取組紹介(13:50～14:10) 

      「耕種・畜産農家組織による飼料生産について」 
                           講 師：南房総市 三芳飼料生産組合  

副組合長  岡本 秀和 氏 
 

（３）取組紹介(14:10～14:30) 
「多古町における耕畜連携の取組について」 

                          講 師：千葉県香取農業事務所改良普及課 
                           上席普及指導員 綿貫 俊貴 氏 

 
 

― 休憩  14:30～14:45 (15 分間) ― 
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（４）取組紹介(14:45～15:05)  
「露地野菜経営との連携による飼料生産の取組事例について」 

講 師：千葉県君津農業事務所改良普及課 
            普及技術員    櫻沢 実奈 氏 
 

（５）取組紹介(15:05～15:25) 
「耕種農家が取組む青刈りとうもろこしの大規模生産」 
                        講 師：八街市 菅原農園 

代  表      菅原 啓介 氏 
    

（６）情報提供(15:25～15:35) 
「協会の飼料増産に係る取組み」 

発表者：一般社団法人日本草地畜産種子協会  
                             種子部主幹    伊澤  健  氏  

    
（７）意見交換(15:35～16:25) 

     題目 ：「これからの耕畜連携のあり方、県産飼料の生産利用拡大に向けて」  
     コーディネーター：千葉県農林水産部畜産課    副課長     菊地 里佳 氏 

パ ネ リ ス ト：千葉県コントラクター等経営高度化推進協議会  
会    長   長嶋  透  氏 

南房総市 三芳飼料生産組合  
副組合長   岡本 秀和 氏 

八街市   菅原農園                   
代    表  菅原 啓介 氏 

千葉県畜産総合研究センター企画環境研究室 
研究員    岡庭 就祐 氏 

千葉県香取農業事務所改良普及課 
上席普及指導員  綿貫 俊貴 氏 

千葉県君津農業事務所改良普及課 
普及技術員  櫻沢 実奈 氏 

 
 
４．閉会（16：30） 

  
以上 
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耕種農家のための 

初めての飼料生産 

基調講演 

千葉県畜産総合研究センター 

企画環境研究室 
  

研究員  岡庭 就祐 氏 

研修会資料１ 
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【メモ欄】 
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令和６年度関東地域飼料増産行動会議現地研修会

耕種農家のための初めての飼料生産
～飼料作物の栽培、収穫調製、品質管理～

令和６年１０月１６日
千葉県畜産総合研究センター
企画環境研究室 岡庭就祐

はじめに 自給飼料生産のポイント

自給飼料の価値 ＝ 収量 × 栄養価 × 品質

収 量：単位面積当たりの現物（乾物）収量

⇒生産面積が限られているため、収量が多いほど価値が高い

栄養価：エネルギーやタンパク質、繊維の含有量

⇒要求量を満たす必要があるため、求める栄養価が高いほど価値が高い

品 質：保存性や嗜好性、安全性

⇒長期的に保存でき、家畜が良く食べ、安全であるほど価値が高い

1

2
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栽 培

↓

収 穫

↓

調 製

↓

給 与

目次

・はじめに

・サイレージ調製
概要
調製のポイント

・飼料生産の基礎
長大作物（トウモロコシ）

牧草（イタリアンライグラス）

イネWCS

3

4

10



適切〇 高い×

好気×
材料草
の特性

品質劣化・腐敗の抑制
栄養価ロスを最低限

品質の安定化

ｐH4.2以下

品質劣化・カビ腐敗
栄養価の低下（タンパク質の分解）

ケトーシスの懸念

サイレージ調製 サイレージ化の流れ

ｐH低下不十分

生産した自給飼料を長期保存・使用するためにサイレージ化が行われている

・サイレージ化：乳酸発酵によりpHを低下させ腐敗を抑える

ラッピング完了
サイロ詰め完了

酸素

嫌気〇

乳酸菌の活動要件をいかに満たせるか

土の混入

水分

乳酸の生成とpHの低下

腐敗や酪酸発酵腐敗や酪酸発酵抑制

サイレージ調製 ポイント①

好気条件（酸素がなくならない）になってしまう原因

梱包圧が上がらない
⇒切断長が長い、材料草特性（茎に空洞）、機械の整備

ラッピング後に破損
⇒機械操作、切り株や小石、鳥獣

ピンホール

フィルムを
はずすと…

5

6
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水分が高くなってしまう原因

材料草自体の水分が高い
⇒適期前の収穫、材料草特性

材料草に水分が付着している
⇒降雨や朝露

ロールベール外からの水分の侵入
⇒ラッピング後に水はけの悪い所に保管

サイレージ調製 ポイント②

サイレージ調製 ポイント③

酪酸発酵や腐敗が生じやすい原因

材料草に土が付着（土壌中に酪酸菌が多く存在）
⇒降雨後の収穫作業（特に水田）、根からの引き抜きに注意

材料草の特性として乳酸菌が少ない・糖が少ない（特にイネ）
⇒乳酸菌や糖の添加を検討

土の付着対策例・シート上にロールを排出

7
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目次

・はじめに

・サイレージ調製
概要
調製のポイント

・飼料生産の基礎
長大作物（トウモロコシ）

牧草（イタリアンライグラス）

イネWCS

長大作物
（青刈りトウモロコシ）
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飼料用トウモロコシ 概要

・イネ科の一年生植物

・大柄で収量が多く、エネルギー（TDN）含有率も高い

・一般的に、春に播種し、夏に収穫

・湿害が出やすい

・収穫適期は黄熟期

・黄熟期到達の速さ（早晩性）は相対熟度（ＲＭ）で表す

・トウモロコシの早晩性を数字で表したもの

・播種から生理的登熟に必要な有効積算気温を日平均気温で

割ったもの

・数値が小さいほど早生種

・黄熟期（収穫時期）の目安となる

極早生 ～ＲＭ１００
早生 ＲＭ１０１～１１５
中生 ＲＭ１１６～１２９
晩生 ＲＭ１３０～

飼料用トウモロコシ 相対熟度（RM）
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（例）RM115の品種を4月中旬に播種する場合

体系 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

一期作

二期作

播種 収穫

作付け体系別の播種時期と収穫時期

飼料用トウモロコシ 作業スケジュール

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
RM115

4月中旬

播種

播種前準備 播種 収穫   除草剤散布

作 業：堆肥散布
機 械：マニュアスプレッダ

施肥量 牛ふん堆肥3～4t/10aを含む
N：P：K＝25：28：38㎏/10a

飼料用トウモロコシ 作業工程とポイント
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作 業：耕起
機 械：プラウ

理 由：トウモロコシ：根が深く伸長、耐湿性が弱い
⇒プラウによる耕起が望ましい

飼料用トウモロコシ 作業工程とポイント

飼料用トウモロコシ 作業工程とポイント

播種密度
（本/10a）

株間
（㎝）

畝間
（㎝）

8,54718

65 7,69220

6,99322

7,93718

70 7,14320

6,49422

7,40718

75 6,66720

6,06122

作 業：播種
機 械：コーンプランター（ジェットシーダー、不耕起播種機）

方 法：条播 畝間65～75㎝
株間20㎝前後

播種密度 6,500～7,500本/10a

15
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作 業：鎮圧
機 械：ローラー
目 的：雑草の防除

（雑草の伸長防止
＋土壌処理剤効果向上）
倒伏防止
発芽率の向上

作 業：除草剤散布
機 械：ブームスプレイヤー
目 的：雑草の防除

飼料用トウモロコシ 作業工程とポイント

雑草 ≠ 飼料
収量低下、品質低下が起こります！

この畝のみ除草剤（土壌処理剤）を散布できず

2024/6/6播種 7/4撮影

17

18

17



ミ
ル
ク
ラ
イ
ン

飼料用トウモロコシ 収穫適期（黄熟期）

・飼料用トウモロコシ（青刈り）は黄熟期で収穫

理由：収量（乾物、エネルギー）に優れ、水分が適切

早刈⇒収量低下、高水分によるロス増加、発酵不良

刈遅⇒消化率低下、カビ毒等のリスク増

・確認方法：ミルクラインが半分まで下がった時期

飼料用トウモロコシ 作業工程（収穫）

刈取、細断（ハーベスター） 圧縮、成型（細断型ロールベーラー）

梱包（ラッピングマシン） 貯 蔵
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飼料用トウモロコシ 作業工程（収穫）

刈取、細断、圧縮、成型
（汎用型微細断飼料収穫機）

梱包（ラッピングマシン） 貯 蔵

牧草
（イタリアンライグラス）

21
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イタリアンライグラス 概要

・単年生の牧草

・冬作物の牧草としては収量、TDNともに高い

・秋（10月）に播種し春（4月～6月）に収穫

⇒プラスで再生草利用（多回刈りが可能）

・品種により再生草の利用性が異なる

再生力：早生 ＜ 中生 ＜ 晩生

・収穫適期は出穂期～開花期

・トウモロコシとの組み合わせが多い

・冬作物の中では比較的湿害に強い

・硝酸態窒素含量が高くなりやすい傾向

イタリアンライグラス 作業スケジュール

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
イタリアン

ライグラス

（早生）

トウモロコシ

（RM125）

播種 収穫

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

極早生

早生

中生

晩生

播種 収穫

早晩性別の作業時期

（例）イタリアンライグラスとトウモロコシの二毛作スケジュール

23

24

20



イタリアンライグラス 作業工程とポイント

作 業：堆肥散布
機 械：マニュアスプレッダ

施肥量 牛ふん堆肥3～4t/10aを含む
N：P：K＝25：28：38㎏/10a

※作物中に硝酸態窒素（繁殖に悪影響）を蓄積しやすい
⇒極端な多肥は避ける！

イタリアンライグラス 作業工程とポイント

作 業：播種
機 械：ブロードキャスター
方 法：散播 播種量2～4㎏/10a

※品種により異なる
ポイント：均一に播種する（雑草防除のため）

作 業：覆土鎮圧
機 械：ハロー、ローラー
目 的：発芽率向上
ポイント：覆土は２～３㎝程度
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イタリアンライグラス 収穫適期

結実期開花期出穂期出穂前

◎◎〇△乾物収量

×△〇◎エネルギー含有率（％）

△〇◎△エネルギー収量

×△〇◎粗タンパク質含有率

〇〇〇×硝酸態窒素リスクの低さ

××××水分低下

××××糖度蓄積

高水分・低糖度のため、そのままサイレージ化できない

⇒ “予乾”の作業が必要

収穫適期

圧縮・成型（牧草用ロールベーラ）

刈り倒し：モア

集草（レーキ）

反転（予乾）：テッダー
水分：60％以下を目標

イタリアンライグラス 作業工程（収穫）

ラ
ッ
ピ
ン
グ
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イネWCS

イネWCS 概要

・乾物収量、TDNともにトウモロコシ等と

比較して低め

・収穫適期は乳熟～黄熟期（完熟期）で

品種・畜種により異なる

・サイレージの品質が悪くなりやすい

（土壌混入や低糖分が要因）

・主食用品種と飼料専用品種がある

WCS用専用品種

食用品種
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イネWCS 飼料用品種

飼料用品種の特徴 主食用品種との比較

収量が高い

特に茎葉収量が多く、収量確保と繊維供給源として有利

丈が高く稈が太い

耐倒伏性に優れる

茎葉も利用するので主食用より基準が厳しい

多くの品種は分げつが少ない（収穫機への負荷が少ない）

早晩性の幅が広い

収穫時期を分散することが可能

穂重型と茎葉型に大別される

夢あおば 50％以上 7/25～8/5

ホシアオバ 45～50％ 8/8～8/18

つきはやか 20％ 8/1～8/21

たちあやか 10％ 8/15～9/4☆

つきあやか 10％ 8/15～9/4☆

リーフスター 25～30％ 9/6～9/26

たちすずか 10％ 9/10～9/30☆

つきすずか 10％ 9/10～9/30☆

早生

晩生

乳熟～糊熟期

乳熟～黄熟期程度

穂重型

茎葉型

泌乳牛向け
収穫適期

☆：黄熟期以降でも良い

乾物穂重割合 収穫時期目安（5月初旬移植）

出穂後10～20日

出穂後10～30日

イネWCS 飼料用品種の一例

31

32

24



イネWCS 収穫適期

完熟期黄熟期糊熟期乳熟期出穂期

◎◎〇△×乾物収量

×△〇〇◎消化率
穂重型

△△〇〇◎エネルギー収量

〇〇〇〇◎消化率
茎葉型

〇◎◎〇×エネルギー収量

◎◎〇△×水分低下

△△△△×糖度蓄積

穂重型
収穫適期

茎葉型
収穫適期

イネWCS 栽培管理 施肥

※農研機構 飼料イネの研究と普及に関する情報交換会2012より

施肥量：牛ふん堆肥 2t/10a
※過剰な窒素供給は倒伏のリスクを増加させる
⇒牛糞堆肥を上手に活用しましょう！
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●期待とは違う栄養価・低い栄養価
●高水分のリスク

⇒不良発酵
⇒栄養損失 ＋ ウシの嗜好性低下

※九州沖縄農業研究センター2005年成果情報より

イネWCS 栽培管理 雑草

雑草 ≠ 飼料
収量低下、品質低下が起こります！

まとめ 自給飼料生産のポイント

自給飼料の価値 ＝ 収量 × 栄養価 × 品質

収 量：適切な栽培条件（施肥や適期播種、播種量など）
適期収穫

栄養価：適期収穫（高いエネルギー収量、栄養ロス減少）
不良発酵の防止（栄養ロスの減少）

品 質：適期収穫（安全性の確保）
不良発酵の防止（保存性と嗜好性の向上）
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今回ご紹介した草種や品種、栽培体系はほんの一部

農家ごとに適した草種や品種、栽培体系は異なる
（例：所有機械、圃場条件、畜産農家ニーズ等々）

少しでも興味があれば、身近な普及担当や行政窓口にご相談く
ださい

最後に・・・

より良い飼料作物生産に取り組んでいきましょう！

参考資料

奨励品種数草種

15トウモロコシ

6ソルガム

2スーダングラス

7イタリアンライグラス

3オーチャードグラス

1エンバク

3ライムギ

1栽培ヒエ

千葉県における飼料作物奨励品種の草種と数（抜粋）

37

38

27



28


	4-12⑥情報提供「協会の飼料増産に係る取組みA4」.pdf
	０．【表紙】協会の飼料増産に係る取組み
	１．伊藤　R６協会が取り組む普及啓発等事業　0402
	２－１．夏ごしペレ　パンフ 改2 230217　
	スライド 1
	スライド 2

	２－２．山渕主幹　つきはやか、つきあやかパンフ
	スライド 1

	３．2024秋播用パンフ原稿(イタリアン)20240521
	３－１．2024秋播用パンフ原稿(エンハ゛ク)20240521
	３－２．公的育成牧草品種（都府県向け）2024年7月
	スライド 1
	スライド 2

	４．R7販売スケジュール（ダイジェスト版在庫種子無し）
	５．井上主幹　放牧畜産基準認証制度のご紹介　
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4

	６－１．井上主幹　放牧による持続的畜産普及拡大推進事業0926更新
	スライド 1

	６－２．井上主幹　放牧による持続的畜産普及拡大推進事業0925更新
	７．橋本技師　飼料用大豆事業の概要４
	８．R５年度事業成果品一覧　240521　


